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お守りいただく内容を、次の絵表示で区分しています。 


〇运 


この絵表示は、「禁止」 
されている内容です。 


五 


この絵表示は、「を意」 
していただ < 内容です。 


この絵表示は、必ずして説明夕中の 「お願い」 事鳳ま、本機を誤りなく正し 
いただく「指示」内容です。くお使いいただくたゆの内容び記載されています。 


が含が気筒トップ閱そぐ危険 I 

給排気筒トップの周りが雪でふさびれたままで 
使用しないで < ださい。ふさがれているとをは、 

fiis 蘇鼓> 

運転中に排ガスび。 01 ^ \ vJV 

囊帮 漏れて、 巧 V 

★温風吹出■己をみさわかよて、 

を類、紙などで温風 
吹出□や空気取入 ( Pfh ^ 

證だびなぃでく戀の 

を類、紙などでふさ 

ぐ户、異常燃焼や火 立………！立 禁止 
災の原因になります。 _ 

皮を期点検の笔處 

定期的口年に1回程度）に点検•整備を受けてく 
ださい。 

点検を受けずに長期間使巧し続けると、故障や 
事故の原因になり危険です。へ 

点検•整備はお,_^ ^ 

買ぃボめの販 / 口 ん拭1_ AB 
売店や資輔 

のいる店に依 \W \ I 
頼してくださ u y u fs て X 


0 


〇 

指示 


1古を類の乾燥厳禁 

を類などの乾燥には ■"— 

綱しないでください。/ J V 

衣類び乾燥ずると、 / n \ Rst ^ 

スト-ブの臟でゆ ム，就.立 vT ^ S / 

れて落下して火がつ 苗ミ in ^5-!^ 

き、火災の原因にな Ij _ i . 禁止 

ります。 _ 矿 I リ、 _ 

★スプレー吿厳 禁 

スプレー吿やカセットこ 
んろ用ボンベなどをス レ'. > ィ 

トーブの上や前调囲に） ./ 口 \ /\7\ 
や温風のあたる所に放 I vj 
置しないでください。 、ク 

熱で吿の圧力び上がり、 禁止 
爆発して危険です。 _ 

★ご自身での据付け•移設工 事の厳禁 1 

お宮さまご自身による工事は危険です。 

据付けエ氧ま販売店や専門業者にご依頼ください。 
(ストーブを移設させる場合を同じです。） 




0 


みガソリン使用禁止 I 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しな 

IISIhiSd 震 )^^ 

ます。 公な爲止 


I 古給排気筒（管，ホース）がれ危険 

給排気筒(管、ホース） 

ががれたまま使用し/ Q \\ >Ov 
ないでください。 |X 1 

がれていると運転ホ 

に排ガスが室巧に漏 X 勉：|卜 

れて、危険です。 - 巧^ 


告 （WARNING) 




告 (WARNING) 


この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び 
死亡、重傷を負5可能性、または火災の可能性び 
想定されるの容を示しています。 


圧]安全のために必ずお守りください 

•お使いになる人や他の人へのち害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正し < 使用するために、 
必ずお守りし'!ただくことを説明しています。 

•ここに示した表おは、誤った使いかたをしたとさに生じる危喜や損害の程度を次の表示で区分し、説明して 
います。 













のち全のために必ずお守りください 



意 （ CAUTION) 


白 r カーテン、寝真など可燃物近接禁止1 

カーテン、布団や毛巧など燃え存すいちののそ 
ばで使用しないで < ださい。 

ス I -ーブの熱気で着火して火ぶが発生するおそ 
れびあります。 

可燃物との離隔胆離については4ページまたは 
工事説明書の I ★可燃物との距離を離ず I を参 
照してください。 



度給油時$崖均 

給油は、おず消火している 
ことを確認し、他に火の気の 
ない巧でおこなつて m な 
ください。义災のお1 
それがあります。 I _ 



0 

禁止 

〇 


[★高温部接触禁止） 

燃焼中や消火直後は、高温部、給排気筒トップ、 
天板ガード、オーブン、取手、アッパーボックス、 
ガードなどに手などをふれないで<ださい。 
やけどのおそれびあります。 



接軸禁止 


みやか/ uO ) せ禁止] 

やかんなどをのせないで < ださい。振動や接触に 
よってやかんの熱湯びこぼれ、やけどのおそれ 
びあります。 




★分解修理の禁止 

故障、破損した6、使用しないで < だ 
さい。 

不完全な修理は、危険です。 


0 

禁止 

③ 

分解禁止 


み 異常時使用禁止 I 

万一異萬を感じたとさは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれびあ0ます。 


/•* • 、 

異常! 



0 


み温風に直接あた!5な卽 

温風や韓射熱に直接長時間あた5ないでください。 
低温やけどや、脱水症祝こなるおそれげあります。 
温風を直接吸い込まないで<ださい。気分び 
悪くなることびあります。 




0 


[★油漏れ確認] 

油タンク•ゴム製送油管•接合部•給油コックおよび 
機器等か5の灯油漏れがないことを確認の上 
ご使用 < ださい。 

灯油が漏れていると火災のおそれびあります。 


j 扁れを確認. 


ゴム製送油管 



〇 


★指や異物を入れみ、] 

ガードの中や温風吹出□や空気取入□などに、 
指や可燃物、針金などの異物を入れないでくだ 
さい。 

けびや乂災のおそれびありまず。 


改造使用の禁止 i 

改造して使用しないでください。 

また、ストーブや給排気筒には床暖 
房用の熱交換器などを取り付けない 
で < ださい。 

火災や、排ガスび室内に漏れる原因 
となり、危険です。 


0 

禁止 

0 









意 （ CAUTION) 


苗^給排気筒付おの可燃物近接禁止1 

給排気筒トップの近くに、巧活や可燃物など引火 
のおそれのあるちのを置かないで<ださい。 
火災のおそれびあります。 



0 


み電源〕-ドを 傷あな UV 

電源コードに無理な力を加えたり 
傷付けたり束ねたり、物をのせたり加 
エしないで < ださい。また、電源プラ 
グを抜くときは、コードを持って引 
さおかないでください。 

電源コードが破損し、火災や感電の 
原因にな0ます。 


0 


r * 長顯使用しなし、ときは電源乃グを抜く 1 

長期間使用しないときは電源プラグ 
をコンセントからおしてください。 

义災や予想しない事故の原因となり 
ます。 

I おフラグを巧 ( 


给高型(標高1 500 mlU 上) では使用 禁止 

酸素濃度び薄いので不完全燃焼しまず。 

1 日日日〜 15 日日 m の 場所では再調整が必要です。 
工事説明書の r 高地化様への変更のしかた1 を 
参照してください。 



0 

使用禁止 


女床面 にミ ま意 

ほこりや、タバコの煙などにより、湿 
風吹出口周辺の床面び巧れたり変色 
することびあります。 

また、熱に弱いジュータンや床の上 
で長時間使用すると、変色したり、そ 
り返ることびありますので、熱に強い 
マットなどを敷いて < ださい。 


A 

ま意 


★電源プラ グ は確実に差し込 む I 

電源プラグはコンセントに根元まで 
確実に差し込んで < ださい。 

ほた、傷んだプラグやゆるんだ]ン 
セントは使用しなしでくださし、。） 

乂災の原因にな D ます。 

濡れた手での抜き差しは ^ 指お 

しないで<ださい。 _ 

感電の原因になります。 

0 しっかりと！ 


I ★電 源プラグのお手 入れをする 

とさどさは電源プラグを抜走、ほこり 
(及び金属物）を除去して<ださい。 

( ほこりや異物びたまると湿気などで mm 
絶縁不良になり）乂災の原因になり W 
ます。 

指3^ 


み可燃性ガス使用禁止 I 

ストープを使用している部屋で、可燃 
性ガスび発生するをの（ガソ U ン、ベ 
ン ジン、 シンナー）、スプレーを 使巧 
しないでください。 

火災や故障の原因にな0ます。 


0 

使用禁止 


腰をかけたり物をのせない I 

ス I -ーブの上にのったり、腰をかけたりしないで 
<ださい。ストーブの故障や、やけどのおそれが 
あります。ス [ -ーブの上に巧びんや、水を入れた 
ちのなどを置かないで<ださい。水びかかると 
漏電や故障のおそれびあります。 



0 


★お子様やお年寄りのご使用にを意 

お子様やお年寄り、体のご不自由な ^ 
ちがお使いになる場合は、やけどな 
どについて、周囲の人が充分に注意 ■■ 
してください。 

指示 


3 



















のま全のために必ずお守りください 



願い （ NCmCE) 


•巧油の廃棄処分は、灯油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


意に AUTION) 


★可燃物との距離を離ず 

ストーブから周囲の可燃物までの離隔距離は図のよラにしてください。 


標準据付け例 


/ / / , 
'巧お巧 


如 cm じ Lt 


，抵^ 30 cm む上 


※保寺•お餘〇ために片測は SOcmlU 上巧してくだない。 


； 60 cmW 上 


ぉ不な巧の 巧を は SOcmW 上 


////ん可燃物///// 


給排気筒トツプ 


(正風 


•ストーブは、ストーブに附属された置台の上に振付けること。 


★'月■油の廃棄 


回使用する場所 


み 効果的に使用するために 

♦温風の循環を妨げる 
ちのがない場所に設 
置して < ださい。 



>外気に接する窓の 
下や壁側に設置す 
ると効果的です。 



>熱に弱い力ーペットや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返ることびあります。 
熱に強いマットなどを敷いてください。 


4 








3 各部のなまス 





a 




回各部のなまえ 


操作部•表示部のなまえと使いかた、「点な」 • 「点滅」の意ほ 


運転スイッチ 

運転の入•切をおこないます。 

点減 . 予熱中です。 

点な ……運転中です。__ 

r 同使いかた」の I 点义のしかた I 、 1タイマー運乾 
のしかたし区肖乂のしかた I 参照 


_室温/時刻合わせボタン_ 

室温の設定、時刻の設定に使います。 

「囲使用前の準摘」の L 現在時刻の設定巧しかた J 、 
r 囘使いかた」の1室温調節のしかた1、 I タィマー 
運乾のしかた I 参照 


_チャイルド□ックポタン_ 

チャイルドロックの設定•觸除をおこないます。 

「囘使いかた」 の I チャイルド□ックのしかた I 参照 


チャイルド□ックランプ 


点打 ……チャイルド□ックが設定されています。 


タイマ—ポタン 

タイマー運乾をおこなうときに使いまず。 


「间使いかた」 の I タイマー運 転のしかた I 参照 


タイマーランプ________ 

点な タイマー運乾待機中です。 

点 ミ威一…タイマー時刻を設定中です。 


_エコランプ_ 

点な -- エコ運転び設をされています。 


_エコポタン 

エコ運転の設定•解除をおこないます。 

r 固 使いかた」 の I エコ運転のしか 周 参照 


_給油ランプ__ 

点滅（運転信止） 

巧油びなくなり自動消乂しました。 


運範 
I入■切 


巧ぶ 

設定温度室内温度 


『 1 

温度-時刻合わせ 


(▼ ▲) 

時好 ノ 

さげるあばる 


チャイルド□ック 


( g 砂押 
タイマ— 


⑥ 

§) 


eg 


6 









































デジタル表示部 


■温度表示 

設定温度…… 

1日む〜32でまで設定温度を選択でさます。 
室内温度…… 

一9む〜35でまで表示します。 

■低温表示•高温表示 

「しつ」……室内温度が一1日でし^下。 

「 W ，」……室内温度び3目む iU 上。 


■現を時刻表示 

現在の時刻を表示します。 


[1 茵晴計 I 


タイ7— 


福廚巧き計 I 


タイマ— 


SKMM □譬 

設定溫度室内温度 □ r=sS ) 


■タイマー運乾時刻表示 

タイマー運転設定時を表示します。 



タイ7— 
园 (©) 


flS ) 晒 


設定湿度室内温度 


■クリーニング燃焼表示 

ク U —ニング燃焼の残り時間を表示します。 


□譬 

設定温度室城 Sii □ (ssS ) 

■故障•異常により自動消义したときのエラー表示 

自己診断機能により、異常時には •?- D - E - B 3, 
がを表示しまず。 

(r 画 I 故督•異常の見分けかたと処置方ミ幻」参照） 


關剛 


タイ 7- 



■エコ運転表示 

エコ運乾中を表示します: 


嗎 (lit] 


タイマー 



設定湿度室内湿度 




[Ml) {m\ 


E：CD 


タイマー 


設定温度室巧温度 



■不究全燃焼通知機能により自動消义したときの 
エラー表示 

不完全燃焼通知機能の連続作動回数により 
「从 W ,'」〜「从んが」を表示します。 


爾齒晴計 I 


タィマー 


■再点义防止機能により自動消义したとをの 
エラー表示 

「画し;」を表示します。 


タイマ— 


ea 巧 口風 

設定温度き巧温度 □ ( ps ) 


□⑥ 

て二! 

□ 


7 











互使用前の準備 


燃料 


©燃料は、丹油 （ J 旧1号灯油）を必ず使用してください。 


A 警告 


★ガソリン使用禁止 


ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないで < ださい。 

か量の還入でを、火災の原因になりまず。 


(® 

^ 0 ^ ガソリン禁止 


♦ガソリン、シンナーおよびこれ5が混入した灯 
油、変質灯油、ちれた口油、水やごみの混じつ 
ている巧油などは、絶対に使用しないでくださ 
い。 

•な油は、必ず火気、雨水、ごみ、高温および直 
射曰光を避けた場所で灯油専巧容器を使って保 
管して < ださい。 


灯油とガソリンの見分けかたのポイント 

お先に使用燃料をつけて息を吹さかけます。 
(火の気のない巧でおこなつてください。） 

〇な油 

X ガソリン 

4を1 

、 濡れたままです。 

ずぐ乾いてしまいます。， 


給油のしかた 


給油の際の手順と注意 


油タンクに給油する。 

♦油タンクの給油□ふたをはずし、灯油を市販の給油ポンプで 
油量計を見なびら給油してくださし、。 

♦給油の隙は、給油□フィルターを取りま5ないでください。 



給油の際にこぼれた灯油をふき取る。 

•給油後、油タンクの底のドレン受けを透視して水やごみげた 
まっていれば給油□フィルターをいったん取りはずし、給油 
口から市販の給油ポンプをドレン受け内に差し込み、水やご 


みなどを吸い出して < ださい。 


3給油□ふたを必ず元通りに閉める。 


燃料切れのミ主意 




•燃焼 中に丹油がなくなると消义します。 

このとき 「給油ランス び点滅し、ブヴー音がして異常びあったことを知らせます。 

油タンクに‘灯油があるのに r 給油ランプ J び点滅するときは、送油経路のつまり、空気たまりび考えられま 
す。このようなときは、 rra 巧田前の進備 I の I 給油のしかた! おお A や 「區1 使用前の準備」 
の原夾前の華楠と罹語!「定油面器のリセットボタンのセット」を参照して送油経路の点検 をしてくださし、。 
♦巧運転する場をは、本体温度が充分下びってから油タンクに給油し 、 r 運乾スイッチ」を一度「切」にしてか 
ら r 入」にしてください。 














空気抜きの方法 


♦送油营の途中が山形になったり、ちつれたりしていまずと、送油管の 
中に空気げたまって油が流れないためにストーブは r 給油ランプ」が点 
滅して運転しません。 

このようなときは!; TF の手順で処置をしてください。 

(灯油をこぼさないよラにミま意してください。） 

①バルブを全閉にする。 

霞送油管に山形情做びないように平5にする。 

感ス I -ーブ本体との接続部を取りはずし、取りはずした送油管の先端を 
バケツなどな油をためることがでさる容器に入れはずれないよラに固 
をする。 

® バルブを全開にし、送油管から口油に空気が混じらない状態で連続し 
て流れ出ることを確認する。 

ま意：バルブを全開にしてを灯油びまったく出ない場合は油タンクと 
ストーブ本体との落差(約3日 cm 必要)びない場合をありますので 
確認-処置してください。 

⑤ 確認でをたらバルブを全閉にする。 

⑥ 送油管をス I -ーブ本体に接続する。 

⑦ バルブを全開にする。 

愈ス I -ープ本体の側面にある赤色の リセ ッ ト ボタンを下へ1回押す。 
⑨ストーブを運転する。 


空気 送油管 



屋外用油タンクの設直図 



※製品の測面にあります 


点乂前の準備と確認 


油漏れの確認 

ス I ブの置台、または送油経路(油タンクや送油管の接続部など)に油漏れがないか確かめてください。 
万一、油漏れしている場合は必ずお買い求めの販売店に修理依頼、または当社にご相談ください。 


給気ホース-排気筒接続の確認， 

給気ホース-排気筒び正しく接続されているか確認してください。 
外れていると運転中に排ガスが漏れ大変危険です。 


ストーブ周遇の確認 

ス I -ープの周辺および給排気筒トップの周囲に引火物や可燃物を置かないでください。 


定油面器のリセットボタンのセット 

本体側面にある定油面器の亦い U セットボタンを、下へ]回押してください。 

点火するたびにセットする必要はありませんが、シーズン巧めや、本体設置場所を 
変更したとさ、または巧震自動消火装置び作動したあと再運転するとさは、リセット 
ボタンををラー度、押しなおしてください。 

. -お願い- 

♦リセットボタンは日砂が上押し続けたり、カラーをがして巧さないでください。 

♦定油面器から灯油びあふれたり燃焼び継続しないことがあります。 ^ 








回使用前の準備 


電源プラグをコンセント（家庭用 
AGIO 日 V ) に確実に差し&む。 

♦デジタル表示部は「-」表示されます 

ので、現在の時刻をセットしてください。 

♦このとさ 「給油ランプ J び点滅する場合は、 

ス I — ブにな油がをていませんので、 「径]使巧前の準備」 



の I 給油のしかた I 臟醒祖喊 を参照して送油経路 
を点検して < ださい。 


現在時刻の設定のしかた 


(運転停止中にしかできまはん) 


di 現在時刻が午後7時10分の場を 

①「▽」または r 公」のポタンを1度押ず。 

「時計ランプ」が点滅します。 

③デジタル表示を見なが!5「ヮ」のボタンを押して「巧」 
に合わせる。 

③デジタル表示を見なが! srA 」 のボタンを押して「ぶ」 
に合わせる。 


♦「▽」 • 「么 J のボタンは、一度巧すごとに1時間または1分間ずつ進 
みます。巧し続けまずと連続的に進みまず。 

♦時刻合わせをずる場含は 、 r 時計ランプ」 び点滅している間に 「▽」 • 
「公 J のどち5かのボタンを巧して < ださい。 

時刻含わせができなかった場合は、をう一度 「 ▽_! または 「公」 のボ 
タンを巧してやり直してください。 


④「時計ランプ」び、点滅か目点 I 打に変わり、設定び完了し 
まず。 

-お願い- 


♦ストーブの時刻表示がズレる場合は、コンセン 
卜を一度抜いて、ちラー度差し込み直して、時 
刻を設定してみて<ださい。それでを直らない 
とさはお買い求めの販売店までお問い合わせく 
ださい。 

♦ストーブに初めて通電したとさや、停電禮や、 
電源プラグを抜いて再通電した攝合、デジタル 

ま示は「-」表示されますので、現在の時 

刻を設定してください。 



★省電力機能 




I 時計表を中に、 5 分間経過しまずと、省電力機能がはた 5 いて、デジタ 
ル表示部が「消灯」して、電力の消費を抑えまず。 

時計表示を確認したい場含は、操作部の運転スイッチ似外のどれかのボ 
タンを押すと表示します。 

運転スイッチを巧すと点火動作に入ります。（運転中及びタイマー待機 
中この機能ははたらきません。） 



チャイルドロック 


タイ7— 


g 可 



設を湿度室巧盈度 


デジタル萎の部 





















固使いかた 





①油タンクのバルブつまみを「全開」にする。 

③「運転スイッチ」を押して「入」にずる。 

♦ブヴー音がして r 運転スイッチ」び点滅します。 

♦「温度ランプ」び点なし、デジタル表示部に設定温度と室内温度を 
表 W します。 

( D 約3分後に自動的に点火し、「運転スイッチ」が点灯に 
変わりまず。 

f -お願い- 、 

•ご購入されて初めて按用されるとをに、製品の塗料やパッキンなど 
が焼けることによって、においや煙が出る場合がありまず。 

このよラな場含は、お部屋の窓（給排気筒トップ取付け場所より離 
れた巧）を少し開け、半日か! 51 日程度、「強」運転をしてください。 
参！〜2 回 点火操作をして、点乂しなかった場合、何回を点火しない 
で<ださい。バーナー内に灯油がたまりまず。販売店にご連絡<だ 
さぃ。 

万一灯油がたまったことに気付かずに点火したとさは、「運鼠スイ 
ッチ」を押しなおして「切」にし、たまった灯油が燃えつきるまで待 
ってください。 このとを、電源プラグをコンセントか 6 抜かないで 
<ださい。 

♦点火後約目分間は、温度調節に関係なく r 弱燃焼 J で予備燃焼します。 
♦点乂後約 3 分間は、巧 流 苗ファンは回りません。 

♦室温が日ご！; TF の場合は、点火までの時間は約7分になります。 
♦運転開始時に閉止弁び開くため、 「カチッ」 と音びしまず。 


室温調節のしかた 


購入後、初がてお使いになる蠕合は、 「ぶ'」 （2日で) 
が設定温度となります。 


蓬乾 

1 —入 . 

■切 

麵 

陌有, 

二いつ. 
し U . 

in 

iU 

設を温度! 

卽温度 


①「▽」または 「 A 」 のボタンを1度押ず。 

「温度ランプ」 が点滅します。 

( D 温度を上げるとき。 

デジタル表示を見ながら、 「 A 」 ボタンを押します。 

( D 温度を下げるとき。 

デジタル表示を見ながら、 「▽」 ボタンを押します。 



運乾 
■入皿切 


1 帖削1 

みご: 

in 

'し,! 
1 

設定適度 

室巧温度 

湿度‘時刻をわせ 

(▼ぉ 


さげる 

あげる 


点乂のしかた 



運輯スイッチ温度ランプ 

























固使いかた 



エコ運転とは… 

♦な油の消費を抑えることにより、 C 日2排出量を抑えた環境にやさし 
い エコ □ジー機能でず。 

•エコ 運転中はデジタル表示部に rf ご,ご」表示をし、設定温度と室内 
温度は表示しませんび、灯油を節約するために内部的に下記の制御 
をします。 

①設定温度が26で政上の場合は、巧でに切り替わりまず。 

③ 設定温度より室温が約2で上昇しますと、自動的に消火しまず。 
自動消乂した後でち、運転ランプは点灯したままになります。 

⑤室温げ設定温度を下まわると自動的に再点火しまず。 

④ 室温び設定温度付近で安定した場合に、設定温度を]で下げ、こ 
れを設を温度び20でになるまで繰り返します。 

•エコ 運転中に「▽」または「公」ボタンを巧すと、設定*室内温度表 
示に切り誓わり、温度設定をすることびでをます。 


解除のしかた 


給油 


運転のしかた 


♦温度設定をする場合は、 r 温度ランプ」 び点滅している間に 「▽」 • 「 z \」 ボタンのどち 5 か封甲してく 
ださい。設定でさなかった場合はもラー度押して、やり直してくださし、。 

♦設定温度は、1日む〜3ど C 、 室温表示は、 一9 む〜35でまで表示します。 

♦室温表示は室温び一 1 日む凶下の場合 「 L 〇」 、 3 目で政上の場をは 「 W , 」 と表示します。 

•設定された室温にコント□ールするために自動的に火力を調節します。 

♦-度設定温度を決めますと、その設定温度を記憶していますので、変更をしない限り、消乂後再運転す 
る場合ち同一設定温度にな D ます。（停電や電源プラグを巧いた後でも設定温度を記憶しています。） 

f -お願し、- 

室温調節は、ス I -ーブの位置や部屋の大ささなどで、必ずしを前面パネルの「デジタル表示部」の室内 
温度表示と室温とは一致しません。 

このような場合は、ルームヴーミスタを、工事説明書の C ルーム サーミ 文歹を配線 ( 移動）） を参照し 
て、適切な位置に巧け替えてください。 


表示部 


Hn ポタン 






















このストーブのタイマー運転は、その時の室温 
により自動的にタイマー運転による点火時刻を 
変え、蒂望の時刻にはお部屋を暖か<しておさ 
ます。（室温1日で1;(下の場合） 


室温によるタイマー点火時刻の自動変更 
1日で ULL ^設定時刻 
日で〜1日で一設定時刻の1日分前 
日むし:1下^設定時刻の孤分前 





タイマー運転のしかた (タイマーを使用して暖房を始めたいとを) 

タイマー運転をする場合は、 「间使用前の準備」 の 兩巧 時刻の設定のしかた 1 に従って、時刻合わせを 
してか5でないと、タイマー運転でさません。 


タイマ—ポタン 























固使いかた 



C 



■切 


圆 

が . GG 

設を温度 

室肉温度 

温度 • 時刻合わせ 

(▼時 


さげる 

あげる 


消火後ずぐに再点火すると、過熱防止装置び作動したり、異常音が出ることがありまずので、しば5く冷え 
るまで待ってから再点乂してください。 


消乂後再点乂するとをのを意 


-お願い- 

•ストーブの消火は 電源 プラグをコンセントか5巧き取ったり、スト 
ーブをゆずって消してはいけません。 

•が出するときは、必ず消义してください。 

♦長期間留守にするとをは、おず電源プラグをコンセントから抜いて 
おいて < ださい。 


消火後しば百くは対流用フアンは回転し続けまず。その後自動的に停 
止します。 

対流用フアンび止まるまで、電源プラグを抜かないでください。 


① r 運転スイッチ」对甲して r 切」にずる。 

♦「運転スイッチ」びしばらく点滅してか5、消灯します。 
♦デジタル表示部は、現在の時刻を表示します。 


消义のしかた 


解除のしかた 

タイマー運転操作をした後、タイマー点乂時刻前に通常運転をおこないた 
い焉ゴ。 

〇 r 運転スイッチ」を押して「切」にずる。 

-*■ [タイマー運転の解除] 

〇 r 運転スイッチ」を再度巧して「入」にずる。 

[通常運転開始] 

タイマー運転のミ主意事項 

. お願し、 ^ 

♦通常運転中に 「タイマーボタン」 を押すと、消火して r タイマー運転」 
のが態になり、タイマー運転時刻に自動的に点乂しまず。 

♦タイマー運転時刻の確認は、タイマー運転待機中または運転停止時に 
「タイマーポタン」 を押すと、10砂間表示します。 

♦タイマー運転操作後に停電びあったとをや、ストーブを揺5して巧震 
自動消火装置が作動したときは点乂しません。 


アジタル表示部 


運転スイツ 


も 























チトイルド□ックは、お子様のいたずら操作の防止や、誤って「運転 
スイッチ」を巧しても点乂しないよラにしたいときに使用します。 

設定のしかた 

①運転中や運乾停止中に r チャイルド□ックボタン」を3秒 
む上長押しずると r チャイルド□ックランプ」が点なし、 
チャイルド□ックが設定されまず。 

•運転中は運転スイッチで消火のみ操作可能でず。設定温度の変更な 
どの他の操作はでさません。 

♦運転停止中はすべての操作がでさません。 

解除のしかた 

③チャイルド□ックが設定されているときに r チャイルド □ 
ックボタン」を3秒上長巧しずると r チャイルド□ック 
ランスが消なし、チャイルド□ックが解除されまず。 


一一 

. 

転 

-入 

■切 

お削 

ろ f . 

nn 

UU 

1 設を温度 

室巧溫度 

ミ 

i 湿度 • 時刻含わせ 

(▼時 

巧 ▲) 

さげる 

あげる 



チャイルド□ツクのしかた 


♦ク I 」一ニング燃焼はノ くーナー(燃焼部）巧の巧れを除去するための燃焼です。 
♦強燃焼で約2時間政上の連続運転をしますと、デジタル表示靴こ r 。 C 5 」 
を表示して自動的に弱燃焼によるクリーニング燃焼をおこないます。（約5 
分間カウントダウンします）その渡自動的にもとの燃焼状態にもどります。 


クリーニンク燃焼表示 


チャイルド□ツクランプ 


チャイルド□ツクボタン 


デジタル表示如 

























固使いかた 


使用上のを意 

A ま忌、 

1 

1 

高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、給排気筒トップ、天板ガード、オー 

ブン、取手、アッパーボックス、ガードなどに手をふれないでくだ 5 r , 

さい。やけどのおそれびあります。 


0 


♦ご使用中に、においげしたり目がしみる場合は、給排気筒やパッキン部か5も排ガスが漏れていること 
が考え5れ筒埃です。使用ずるのをやめてお買いボめの販売店にこ相談ください。 

♦ストーブや給排気筒には、床隱房用の熱交換器などを取付けないで 

〈ださぃ。 熱交換器— 

ストーブや給排気筒に熱交換器などを取巧けると排ガスの水分び 4^ fff 4^ ^ 7 
結露しやすくなり、結露水が凍結して給排気筒をふさぎ、不完垒燃 胃 n / IX I 

焼や排ガスが室内に漏れる原因となり危険です。また、ストーブの^ U VV 
寿命を短くする原因にもなりまず。 曾 I 卜 

♦屋がの給島廣筒トップび雪に埋もれたり、結氷していないか、日常点 _ J 尸 " 

横してください。 

♦長期間使用しない場合や、使用期間び終わりました5、必ず電源プ II。II , 

ラグを抜いてください。 。 MJL°o 

ほこりやミちれがついて発火することがあ0ます。 L 

•このストーブは、雷に対する安全機構をそなえていまずが、雷の条 1 X 1 

件によってはストープが故障することがあります。雷が発生したら° 。 Vijr 

電源プラグをコンセントから抜いてくださるとま全です。またスト nf / 3 \ 錫止 

ーブをいためることをありません。 ソ、\ 

♦油成分が多重に飛散する場所では使用しないでください。 

♦ストーブの近くでラジオなど使用すると、ラジオに雑音び混入する1。。。^ _ 

おそれびありまず。 - 

♦使用中、停電や電源プラグび掠けた後に再通電しますと、デジタル 1^^ gS ^ 

表示部に「1?-ご」備示されます。このような場合の再点火は、し り^^^^ vEl 

ば!5 く待ってスト-プの本体温度麻分下びってからおこなってく / 

ださい。 卜 \ . 巧 お巧グ 離プフクを抜く 

♦正常燃焼中の炎は青炎でところどころに黄色び遅じりまず。また炎 し 

はある程度片寄ったり、ゆれることびありますび異常ではありません。 


/コンセント 


巧プラグ 


0 

禁止 

を 

離プラグをあく 


オーブンの使いかた 





A 




♦附属品のトレイを才ーブン室內に入れてお 
使い < ださい。 

オーブン室内の温度は燃焼状態によって異 
なりますび、目まとして「強」火力（最大）で 
約180で。「微 _ 

少」火力（最少 ） P 

で約1日日でとな1^ — つ-ス\ 

りますので、お^. 气 す 

巧みの温度に J \ 

なるように乂力^ 

5 臟お使 w//-rm : 


参燃焼中オーブンの取手は高温 ♦取手を使用しない 
になりますので、オーブンの開 とさは、ちサイドパ 

閉は「オーブン取手」をご利用 ネルの巧にかけて 

ください。 おいてください。 




オーブン 

取手 











固安全装置 


♦を全装置が作動するのは何5かの異常があるときですか!5、下記の処置をしても正常にな5ないと 
きは、お買い求めの販売店にごホ目談ください。 

•安き装置が作動した塌合は、「運転スイッチ」封甲し「切」にしてか5、下記の処置をおこない、再度 
r 運転スイッチ」を押して r 入」にしてください。谓点火操作） 

^-- ノ 

安全装置 

はたらさ 

処 置 

対震自動消义装置 
ら - 5 

♦運転中にストーブ本体び地震(震度約日政上） 

や強い振動、衝撃を受けた場合、火災などの 
危険を防ぐために自動的に運転を停止しまず。 

♦タイマー運乾中に•写- 5を表した場合、夕 
イマー運乾は解除されまず。 

•地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れ、給排気筒の外れな 
ど異常がないことを確認し 
てから再点乂してください。 

不完全燃焼防止装置 

£-S 1 

ら-ら 3 

E- B3 

HH H i 1 

H 卜!が 

HHHB 

HHHH 

♦運転中にス1-ープ本体近辺の室内空気に巧れ 
が発生した場合、不完全燃焼による危険を防 
止するために、白動的に運転を停止します。 

C f - fa か5 E - S 3 表示） 

♦部屋の換気をした後、機器 

1 の損傷、給排気筒の外れな 

1 ど異常のないことを確認し 

てから再点火して < ださい。 

•不完全燃焼通知磯能 

不完全燃焼防止装置び連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止するために、作 
動したことを通知して、自動的に運乾を停止 
します。 

( HH H /か 5从 y 43 表示） 

♦部屋の換気をした後、機器 
の損傷、給排気筒のがれな 
ど異常のないことを確認し、 
電源プラグを差し直して再 
点乂して< ださい。（販売 
店にご相談ください。） 

♦再 点乂防止機能 

不完全燃焼防止装置げ連続して作動したとさ、 
不完全燃焼による危険を防止するたが、自動 
的に運乾を停止しまず。 （ HH 表示） 

再点火防止機能び作動すると、し: i 後の点乂操 
作がでさな< な0ます。 

♦販売店にご相談ください。 

点义安全装置 
い1? 

♦点乂ヒーター-電磁ポンプ-燃焼用送風機な 
どの故障により点乂しないときに、運転を停 
止しまず。 

♦点火ヒーターの故障び原因 
で運転を停止したとさはバ 
-ナー底に灯ミ由びたまりま 
す。たまった灯油をふき取 
ってから、ご使巧ください。 
〔販売店にご相談ください） 

停電をを装置 

E- 0 

♦運転中に停電や電源プラグを抜くなどして電 
源が切れたときは、自動的に運転を停止します。 
♦再び通輩されても運転しません。 

♦タイマー運転中に停電びあった場さ、タイマ 
一運乾は辭除されまず。 

♦再点乂操作をしまず。 

♦現在時刻の設をとタイマー 
点乂時刻の設ををやりなお 
しまず。 

燃焼制御装置 

S 

♦燃焼中に炎び消えたとを、自動的に運転を停 
止させる安全装置です。 

♦再点乂操作をします。 

過熱防止装置 
，写-‘‘，？ 

•対流用ファンモーターの故障や異萬燃焼など 
の原因でストーブが異萬過熱したとさ、また 
はファンフイルターにほこりがつまった場合 
に、乂災などの危険を防ぐために燃焼を停止 

Ly ^ 0 

•フアンフイルターのほこり 
を取り除いてから、再点火 
操作をします。 

♦処置をしてち、繰返し作動 
ずるとをは、いったん運転 
スイッチを「切」にして、販 
売店に連絡してください。 

E- 表示は安全装置が作動したとさのエラー表示です。 

詳しくは、 「画故障•異雷の見分けかたとの置方法」 を参照してください。 

お願い 

' すべての処置は必ずストーブ 

1を消乂し、本体温度が充分下 

1びってか5おこなって < ださい。 





zl 点検-手入れ 


点、検-手入れをおこなうときは 


•点検■手入れをおこなラとさは、ス I -ーブを消乂し、ス I -ーブが充分冷えてか5、がず電源プラグを抜 
いておこなつて < ださい。 

•部品に触るときや、内部を掃除するときは、手をけがしないように、手袋をはめておこなってください。 
•ス I -ーブをベンジン、シンナーなどでふかないでください。変色します。 

♦電装部品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないでください。 


使うたびに 


I 女 周囲の状態 I 

♦ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、燃えや 
すいをのを置かないよラにしてください。 

♦ス i —プはいつち清潔に掃除して<ださい。 

ミちれたままのご使用は危険のをとですし、スト 
-ブのいたみを早めます。 

♦給排気筒及びトップの周囲には、危険物や障害 
物びないよラにして < ださい。 

I がま 三岛 

♦ストーブについたほこ0やちれは、掃除機で暇 
い取ったり固くしぼった霖れ雑巾などでふを取 
って <ださい。 

み真尋 •— をず— 

♦燃焼中に排ガスのにおいびしたり、給排気筒卜 
ップか5ずすが出ていないか確認してください。 
異常があれば販売店に連絡してください。 


★油漏れ、油のたまり、 油のにじみ 

♦送油経路やストーブに油漏れかまたは油のたま 
り、油にじみがあるかどうかを調べる。給油の 
ときこぼれた灯油はよく度 V き取ってください。 
万一油漏れによって油のたまり、油にじみが生 
じているときは、消火操作をし、原因を確かめ 
防漏処置をし、油漏れがなくなったことを確認 
した後、漏れた灯油を取り除いてか5点火操作 
をして < ださい。 

★ゴム製達洒 量 

♦ゴム製送油管を少し曲げてひび割れしていた5 
交換して < ださい。 

♦ホースバンドのゆるみがあれば締めなおして< 
ださい。 

♦ゴム製送油管は2年に1度は新しいをのに交換 
されることをおずずめしまず。 


箇月に1回 LiU : 


★ガラス炎筒 


♦ガラス炎筒びすすでちれてくるよラな場合や、 
ひびや割れげある蠕合は、販売店に相談の上、 
修理交換してくださし、。 


★反射ホ反のほこり 


♦ストープの反射板にほこりがたまった蠕合は、 
ガー ドの両端を上方へ持ち上げ、下端を手前へ 
引いて、ガードを取りはずしてから、乾いた布 
でたまつたほこ0をふさ取ってください。 



女 フアンフイルター 


♦ストーブ背面のフアンフイルターを弓 I さ上げて 
取り出し、電気掃除機などでほこ0を取り除い 
て < ださい。 

•フアンフイルターを 取り付ける時、対流巧 モータ 
一と 接触しますので を 意して取り付けてください。 



★擬木 



♦擬木が割れていないか点検し、細かく割れてい 
る場合は交換してください。 











3箇月に1回な上 


★油タンク 


★油タンク內の水 


•給油□フイルターがごみやほこりで目ゴまりし 
まずと、給油時に給油□よ0あ;をれ出たりしま 
す。給油ロフィルターを取出して、付着したご 


♦油タンクに水やごみがたまっているよラでした 
日、ドレン抜さや、油タンクのストレーナなど 
からたまった水やごみを取り除いてください。 


みやほこりを取り除いて < ださい。 

電源プラグ•コンセント 


♦電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると火災の原因に 
なることがありまず。3箇月に！〜2回電源プラグをコンセント 
か b 抜いて、付着したほこりやミちれを取り除いてください。 



I 女定油面器のストレーナ 


♦定油面器のストレーナは約3箇月に]回と、ストーブの格納（シ 
ーズンオフ）のとき、次のように财油で洗浄してください。 

①油タンクのバルブを閉める。 

③定油面器のストレーナの取出口に容器をあてがっておさ、 2本 
のねじをはずして、ストレーナを披さ出す。 

③ ストレーナを灯油で洗淨する。 

④ ストレーナを元通0に取り付け、こぼれた灯油をふを取る。 
⑥油タンクのバルブを開く。 

愈油漏れがあるかないかを点検ずる。 



パッキン 



シーズンに1固ム义± 


皮パッお 

♦燃焼中、室内ににおいがこをるぶラな場合は、 
とくに注意して点検してください。 

•ガラス炎筒とバーナーの接続部、ガラス炎筒 
と熱交換器の接続部 
•点火ヒーターの取り付け部 


点乂 ヒーター 

♦点火ヒーター及びパッキンがちくなり、切れた 
り、ずきまなどがあると、点火不良及びガス漏 
れの原因になります。 

(販売店にご相談ください） 


i 寺燃焼リング、バーナー、熱交換器 


•燃焼リング、バーナー、熱交換器は高温になりますので焼損することびあります。とさどを点検し、 
変形や焼損していた5早めに修理してください。（販売店にご相談ください） 


★給排気筒、排気筒 1 


ご使巧中、においがしたり目がしみる攝台は、給排気筒、排気筒やパッキン部から排ガスが漏れて 
いることが考えられち険です。点検後お質いボめの販売店にご相談ください。 


♦給が気筒や排気筒の接続部のがれ、ゆるみ、つまり、腐食、固定の状態、給排気筒トップの周囲に可燃 
物がないかなどを、と走どを点検して、異常があればなおしてください。 

■排気筒の接続部に使用しているゴム製のリング（日 U ング)は耐熱性の 
をのですが、2〜3年で炭化することがありまず。ゴムの硬化及び割 
れなどがある塌合には、においや排ガスが漏れるおそれがありますの 
で新しい部品に交換してください。 

■給気ホースがふさびつていないか点検してください。 



0 U ング 

種類 

達動用日1」ング 

呼び径 

P 3 吕4種 C 

材質 

シ U コンゴム 


ぶ 
















回点検-手入れ 


地震などの災喜が発生したときの点検について 


•地震などにより製品に振動、衝撃が加わったとさは、運乾をずる前に必ず次の点検を実施してください。 


i 点検内容 I 

♦機器の損傷の点検 •給排気筒回りの外れ、漏れの点検 ♦送油経路からの油漏れの点検 

♦点検で異常がみつかったときや点検した機に使用しているとき、排ガスのにおいがしたり目びしみる場合は、 
使用を中止して、 P ぶ売店または別紙の I お客様相談窓口一 覧 I に修理依頼をしてください。 


国定期点検 


長期間ご使巧になりますと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃焼で快適に 
ま全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了をなどに、お買い巧め店、または修理資格 
者〔（お）日本石油燃焼機器巧守協会 （ TEL 03- 34白目- 2928) でおこなう巧術管理講習会修了者（石 
油機器技術管理±)など〕のいる店、当社などにお問い食わせ < ださい。 


V ノ 

( 定期点検の内容 1 

項 目 

内 容 

送油経路の点検- 
掃 隙 

•定油面器-ストレーナの掃除 ♦油タンクの水おさ 

♦送油経路の油をれ 

機能部品の点ネ菓 ■ 

確 認 

♦電気配線-安全装置のはた5定•操作部品-動く部品のはた5を 

消耗しやすい部品 
の点横-交換 

♦点火ヒーター、燃焼 U ング、ゴム製送油管 

掃除-点検-整備 

、 

•本体内部、フアンフィルター、巧流用送風機、ブ□アケース(プ□アモーター） 
♦各接続部のパッキン、日 U ング♦給排気筒の接続、つまり ， 











哥法定点検（長期使用製品安全点検制度) 


♦この製品は消費生活用製品安全ま(消まま)に定められた特定保守製品です。 

♦特定保守製品は、お客様自身による保守び難しく経年劣化による重大事故の発生のおそれびある 
ため、消ま法により長熙使用製品安全点検制度の対象に指定された製品でず。 

♦点検期間に法定点検(有償)を受けていただくことが求め5れています。 

♦この製品の設計標準使用期間は8年としていますび、製造年から7年懐の6月か69年後の目月まで 
を法定点検期間と設定しています。(具体的な法定点検期間については本体に表示しています。） 

ご登録いただいた所有ち情報に基づさ、点検通知を送付いたします。 


♦特定保守製品とは… 

消費生活用製品のうち、長期間の使用に伴い生ずる莫化(経年装化）により安全上す障び生じ、一般消 
費者の生命または身体に対して特に重大な危喜を及ぼすおそれが多いと認め5れる製品であって、使 
用状況等か6みてその適切な保守を促進することび適当なをの(消安法第2条第4項)として指定された 
製品です。 

•法定の点検期間が到来した5点検を受けましょラ。 

• 特定保守製品は、経年莫化による重大事故を防止するために、製品毎に設定された点検期間中に点 
横を受けることび製品の所有者の責務として求められています。（消安法第33菜の1 4) 

本製品に表示されております点検期間が到来しましたら、忘れずに点検を受けましょラ。 

• また、本製品にはタイムスタンプ(点検時期告知)機能が搭載されております。使用時間び設計標準 
使用期間相当にな0ましたら、デジタル表示部に]分間に]回「88 8」を表示してお知5せしまず。 
使用状況によってタイムスタンプ機能が設計標準使用期間とずれることもありまず。タイムスタン 
プ機能を解除したい場 S ま、株式会社トヨトミ業務課日己 2-822- 1144へご連絡ください。解除し 
た場合でを設計標準使巧期間か5さ5に]年相当の使巧期間びあったとさに、再度タイムスタンプ 
機能びはた5さまず。 

•なお法を点検後も使用を継続ずる場合には、こまめに （1 〜2年)法定点検に準じた点検を受けること 
び本製品を安全にお使いいただくために必要となりますので、ごを意ください。 

♦法定の所有を登録をしましょラ。 

• 特定保守製品の所有者は、この製品の製造(输入)事業者に法定の所有者登録をすることが求め5れ 
ております。（消安法第32条の S 第]項及び第2鳳製品に同捆した r 所有者票」に記載して投函または 
し^下の連絡ち法にてご登録をお願いしまず。 未だご登録がお済みでないちや、所有を登録の内容に 
変更が生じた場合には、速やかにご登録をお願いしまず。ご登録されていませんと点検通知の送が 
びでをません。 

• ご登録いただいた所有ち情報は、消安法、個人情報保護法及び当社規定により適切な安全対策のを 
とに管理し、法定点検、 U コール等製品安全に関するお知らせをする場合拟がには使用致しません。 

• 所有者票びお手元にない場合は、お問い含わせ連絡先にご連絡ください。 

■所有ち登録の方法 

• 所有者票(返信八ガキ)でのご登録 

製品に同個されている所有者票にが要な事項を記載の上 r 保護シール」を貼り付け返送願います。 
•インターネットでのご登録 
下記のアドレスか5登録いただけまず。 
http://www.t 曰 yotomup/l 日 ken. 旨 tml 
• 電話でのご登録 

株式会社トヨトミ業務課日日 2-822-1 144へご連絡ください。 

受付時間は、受付時間/平日日：日日〜17 : □日 

※年末年始や夏休み等当社の休日については、下記のアドレスか5ご覧いただけます。 
http://www.toyotomi.jp/profile/office/inclex.htm! 

•法定の点検通知をします。 

法定の所有者登録をいただいた方に、法定の点検通知をいたします。[消ま法第32条の 12) 

引っ越し等で所有者登録の内容に変更が生じた場合には、上記の変室登録をお願いしまず。 

変更登録をされませんと点検通知の送付がでをません。 




图法定点検(長期使用製品安全点検制度) 


【本製品の設計標準使巧期間について】 

本製品は、設計標準使用期間を8年と算定しており、適切な点検をすることなく、この期間を超えて使 
用されますと、経年祟化による発火-けび等の事故に至るおそれがございます。 

※設計標準使用期間とは、標準的な使用条件（下記のく設計標準使巧期間の算定の根拠 > 参照）の下で、 
適切な取扱いで使巧し、適切な維持管理がおこなわれた場含に、ま全上支障なく使用することができる 
標準的な期間として設計上設定される期間で、製品毎に設定されるをのです。（消ま法第 32 をの 3) 

^一力一無償保証期間とは異なるをのですのでごミ主意 < ださい。 


く設計標準使用期間算定の根拠> 

本製品の設計標準使巧期間は、製造年月を始期とし、日本工業規格」に S 2073 「家庭用密閉燃焼式 
石油温風暖房機の標準使用条件、標準加速モード及び試験条件」に基づさ政下の使用条件を想定して、 
当社において耐义試験等をおこなった結果算出された数値等に基づき、経年劣化により安全上ま障が 
生ずるおそれが善しく少ないことを確認した時期を終期として設計標準使用期間を設定しております。 


項 目 

条 件 

年間使用時間 

2,己日日時間 

換気回数 

] 回 /h 

隱房設定温度 

22で 


また製品の設計標準使用期間の算出には、上記と使用年数一故障率の特性を使用して8年相当と算出し 
ています。 

くごま意ください！> 

•本製品を上記の標準的な使用窠件を超える使用頻度や異なる使用環境でお使い頂しすこ場合においロホ、 
設計標準使用期間よりち早期に安全上支障を生じるおそれが多くなることげ予想されますので、製 
品に表示している点検期間よりち早期に点検を受けましよラ。 

.具体的な点検期間は、当社業務課 (052-822-1] 44) にお問い合わせください。 

•製品を目的がの用途で使用したり、業務用に使用されるなど、上記の標準使用条件と異なる環境で 
ご使用された場合を設計標準使用期間の到来前に経年努化等による重大事故発生のおそれが高まる 
ことが予想されますが、このようなご使用は、お控えいただくようお願いいたします。 

【点検をおこなラ事業所の配置その他体制に関ずる事項】 

本製品の点検に関するお問い合わせは政下の連絡先よりお願いいたします。 

■株式会社 ト ヨト S 業務課 
Tel : 052-822-1 144 
Fax : 日己 2-822-2742 
•费付時間/平曰 目：日日 〜] 7 : 0 日 

※年ホ年始や夏休み等当社の休曰については、下記のアドレスからご覧いただけまず。 
httpy/www.tciyotomi.jp/profile/office/index.html 
♦点検料金について 

•点検費用は、お客様にご負担いただくこととなります。また点検の結果、整備が必要となった 
場合は別途整備費用が発生いたします。 

点検斜金は技術斜、出張料を合計した金額となります。なお点検料金の設をの基準は、下記の 
アドレスからご覧いただけます。 
http://www.toyot 曰 mi.j 日 / tyouki/index.html 
. 具体的な点検料金に つを ましては、上記の連絡先にてご確認いただけます。 

参点検等に関する事業所は、 I お客様相談窓口一 覧 1( 別紙参照)に記載の支店-営業所になります。 






【点検の結果必要になると見込まれる部品の保有期間】 


点検項目 

整備用部品 

pKdh ぶ 

保有期間 

(1) 燃焼制御装置 

炎検知装置 

] 日年 

(2) 安全装置 

対震自動消火装置、不完全燃焼防止装置 

] 日年 

(3) 過熱防止装置 

バイタルスイッチ 

] 日年 

C 4) 給排気経路 

給排気筒、給排気管 

] 日年 

(己）燃焼状態 

熱交換器、点乂ヒーター、燃焼1」ング 

] 日年 


※上記部品は経年劣化により不具をが発生するおそれのある箇所に関する部品であり、補修用性能部 
品(製品の機能を維持するためにが要な部品)とは異なります。 

なお補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後7年です。 

【本製品の清掃その他日常のにおこなうべき保守の內容及びその方法] 

•本製品を安全にご使用いただくためには、お客様においてを日常的に清掃や安全確認をおこなって 
いただくよラお願いいたしまず。 

•本製品の取扱説明書18ページ r [3 点検•手入れ」 に記載の方法で清掃や安全確認をおこなってください。 
♦清掃や異常を感じた場合の措置をおこなラ隙には、製品の運乾スイッチを「切」にして電源プラグを抜い 
てからおこなって < ださい。 

♦本製品の取报説明書23ページ 「西]故障•異常の見分け方と処置方法」 に基づいて調べて異常び生じた 
場合は、直ちに使用を中止してお買い求めの販売店に連絡してください。 


画故障-異常の見分けかたと処置方法 


イ疹理を依頼される前に調べていただきたいこと 


•修理を巧頼される前に下表の內容を確認してくださし、。 
下表のよラな状態は故障ではありません。 



状 態 

説 明 

点 

火 

消 

乂 

時 

初めて使用するとき、けむりやにおいび出る。 

,燃焼部に付着した油やほこりなどび焼けるためで 
す。 

点火-消火時に r キシ S 音」がする。 

加熱、冷却時にでる金属の膨張、収縮音でず。 

点火してちずぐ温風びでない。 

不快な;令風を出さないためであり、ストーブ内部 
が暖まると自動的に出ます。 

初めて使用ずるとさは、電磁ポンプの振動音1 
が大さい。 

ポンプ内に空気が混入しているためです。しば5 
くずると止まります。 

m 

わい、 

焼 

、時 

「カチカチ」時計のよラな音がする。 

電磁ポンプの運転音です。 

燃焼筒や熱交換器の一部びラすホ<赤熱する。 

異常ではありません。 

とをどさ黄色い炎びでる。 

異萬ではありません。 











画故障.異常の見分けかたと処置方法 




!■ 



た 



コン h □—ラー不良 

ねじ類の締めつけ不良 
組み立て不良 

フレーム□ッ ド不良 
電磁ポンプ不良 


操作部のいずれかのポタン 
を巧して<ださい 


不良な油を使用した 


油タンクに灯油びなし、 


油タンクに水び A つて 


電源プラグをコンセン 
卜に差し込んでいない 

停電した 

対震自動消火装置び作 




燃焼中 r カチカチ」音びずることびありまずび、電磁ポンプの運転音で異常ではありません。 
表中の表示は r デジタル表示 J (エラー表示）を示します。 


販売店までごホ目談ください 


省電力磯能び作動しま 
した 

配線不良びある 


販売店までご相談ください 


巧油を入れてください 


水混入の巧油をすっかり 
抜いて < ださい 


定油面器の IJ セツトボタンを押し 
てから再点火操作をしてください 


処置をおこなっても改善されない場台や原因が特定できない場合や該当ずる規象がない場台は、 
お買い巧めの販売店までご連絡ください。 


ツク表 


故障-診断チ 


温風び出な S 


びひり音か出る 


炎び大きくならない 
点乂しない 

運転スイッチび点灯しない 


置台に油にじみびある 


使用中急に消える 


























デジタル表示(エラー表示)の見方 


ストーブの運乾中に異常び起こり消火した場合、下記のようにデジタル表示部に 「エラー表示」 しますので処置をしてください。 


f エラー 表示 

原 因 

処置方法 ^ 

と _ 

0 

♦運転中に電源び切れました。 

参タイマー点火待機中に電源び切れました。 
(停輩安全装置び作動） 

♦電源プラグの差し込みを確認し、巧点火操作をしてください。 

E- 


♦点火安全装置び作動しました。 

•販売店まで連絡してください。 

E- 

5 

•対屢自動消火装置び作動しました。 

•作動した原因を取0除を、再点火操作をして < ださし、。 

E- 

B 

♦運転中に消火しました。 

•販売店まで連絡して < ださい。 

E- 

EI 

♦ブ□アモーターび故障しました。 

•販売巧まで連絡してください。 

IB 

IE 

•過熱防止装置び作動しました。 

♦本体温度び充分下がるのを待って、ファンフィルターを掃除し、 
再点火操作をしてください。 

IB 

UM 

•) てーナーサ ー S スタが断線しました。 

♦バーナー内に灯油びたま D ました。 

•販売店まで連絡してくださし、。 

因 

国 

•着火ミスを3回しました。 

♦販売店まで連絡してください。 

因 

网 

•消火後ずぐに再点火操作しました。 

•しばら < 待ってから再点火操作をしてください。 

因 

\M 

♦削気筒びはずれました。 

•排気筒を点横して接続を確認し、再点火操作をしてください。 

因 

國 

•不完全燃焼防止装置が故障しました。 

♦販売店まで連絡して<ださい。 

E- 

E- 

因 

国 

国 

参不完全燃焼防止装置び作動しました。 

•部屋の換気をしに後、ストーブ本体び充分に冷えてから、機器 
の損傷、給排気筒のはずれなど異常のないことを確認し、离 
点火してくだでい。 

陋 

陋 

晒 

面 

图 

图 

♦不完全燃焼防止装置び連続作動して、不 
完全燃焼通知磯能びはたらさました。 

♦上記処置をおこなった髓、型源プラグを差し直して再点火して 
ください。処置をしてを繰り返し作動するとさは、販売店まで 
連絡してくださレ。 

国 

國 

•さらに不完全臟焼防止装置び連続作動して、 
离点火防止装置びはたらきました。 

♦販売店まで連結して < ださい。 

巨- 

國 

♦定油面器内のな油面び上昇しました。 

• P ぶ売店まで連絡してください。 


給ミ由ランフ点滅 

参ス1 '•ー ブに灯ミをびをていません。 

参ミ由タンクに打油を入れてくださし、。 

— 

— 

( ri 4 i 巧用前の準備」 の1 給油のしか 7^参照） 

灯油びある攝台は送油経路を点検してくださし、。 

パー表示点滅 

•タイマー点义時刻び設定されていまはん。 

♦運輯スイッチを「切」にして、タイマー点义時刻を設定してく 
ださい。 


H ， 

•室温び3日で切上になりました。 

♦ルームサー S スタの取り付け位置びよく 
ありません。 

♦ルームヴー S スタの取り付け位置を確認し、適切な位置に移 
動させて < ださい。 













画故障-異常の見分けかたと処置方法 


{ エラー表お 

原 因 

: の置ち法 '] 


L 〇 

1 ♦室温び 一1 日で];(下になりました。 

参ルームサー S スタの不良、断線、または配 
線抜けです。 

•販売店まで連絡してください。 

[し 

幽 

•ク U - こング燃焼中。 

C 約日分間カウントダウンします。） 

•約 5 分後に自動的に通常運窗にをどります。 

全消な 

•省電力機能び作動しました。 

♦操作部のいずれかのボタンを押して < ださい。 

BB 

、 点 

呂 

滅 

•点検時期になりました。 

♦国] 法定点検（長期使用製品をを点検制度） を参照してくださ 

い。 

ノ 


回部品交換のしかた 

/ - 1 - 



1★分解修理の禁正 

A ま 后、 

故障、破損したら使用しないでください。 

不完全な修理は、危険でず。 解が止 


短期間に消耗する部品は特にありませんび、ガラス炎筒、定油面器、燃焼リング、電磁ポンプ、点火 
ヒーター、パッキンなどの交換部品び必要な場含は、お買いまめになった販売店にご相談ください。 
♦部品交換の際は、必ずトヨト云純正の補修部品をお使いください。純正の部品政がを使巧して万一 
故障や事故が発生した場合、当社は責任を負いかねます。 

不完全な修理は危険でず。修理をお黄けになる場合は、財団法人日本石油燃焼機器保守協会でおこなラ 
巧術管理講習を修了を（石ミを機器巧術管理±)などのいる販売店で修理されることをおずすめしまず。 

回保管(長期間使用しない場合） 


♦ス I -ーブを保管する場合は、「区]点検*手入れ」の項を参照して、ストープの手入れをしてか5保 
管して<ださい。また、いたんでいる箇所は修理をしてか弓保管して<ださい。 

•格納■保管場所は、湿気■乂気■高湿などの悪い影響のおよびにくい所であって、しかもストーブ 
_の上には重量物をのせたり、人びのったりしないよラ配慮してください。_ 

1 ストーブを長期間使用しないで保管するときは、必ず電源プラグをコンセントから巧き、油タンクの 
パルプを閉めて < ださい。 

2 ストーブを使用する季節が終り格納するときは、油タンクの丹油を市販の給油ポンプで全部抜き取り、 
定油面器のストレーナーも取り出して灯油で洗淨してください。 

( 「1 7 隔検•手入れ」 の 悟油面器のストて^ 参照) 

/-お願い-^ 

油タンクの灯油を巧くときは、送油管の灯油を完全に抜いてください。な油が残っていると翌シーズ 
ンに使用ずるとさ、つまって巧油が流れなくなります。 

3 ス I -ーブや油タンクの表面をふいて<ださい。 

•固くしぼった蕭れ雑巾や、薄めた中性洗剤で汚れを取り、乾いた布で水気をふさ取ってください。 
•シンナー、ベンジンなどでみくのはおやめください。塗装が変色したり、危険です。 

4本体にほこりびたまらないよラ、適当なカバーをかけてください。 

C 附属品と r 取扱説明書」- r 工事説明書」- r 保証書」も紛失しないよう同時に保質してください。 









消 


燃焼 状 態 


8.14 kW ( Q .791 L / h ) 
g 9300 kJ/h 
8日.日％ 

7.日日 kW 


2.53 kW (0.246 L / h ) 

911 gkJ/h 

86 . 0 % 

2 IRkW 


油面センサー 


操作表示基板 


ホ-ル 


バ_ナ—サ_ 


スタ 


ルームサー 


フ□アモーター 


不完全燃焼防止装置 


フアンモーター 


点乂 ヒーター 


レ— ム □ツ 


給排気茵トップ 


置台 （1 個)•壁固定金具 （1 セット)•標準給排気筒セット （1 セット)•天板ガード （1 個) 
品木ねじ （1 本）•ゴム製送油管り m )(1 本）•ホ—スバンド （2 個）小レイり個）. 
オーブン取手 （1 個）•タツピンねじ （2 本）•擬木 （3 本）•擬木案内 （1 個） 


I 送油経路図 


燃焼リング 
バ—ナ - 


ちどり營 
里泣ポンプ 


础畑タンク 


閉止弁が定ミ由面器 


I 配線図 


過熱防止装置 （9 日で） 


4 A _ 

対震自動消火装置 • 不完全燃焼防止装置 • 点火安全装置 • 停電安查 
過熱防止装置•燃焼制御装置 


寸 _J 去 I 高さ74日 mm •幅 840 mm •奥行 450 mm (置台を含む) 


電源電圧及び周波数 

定格消費電力 

給排気筒の型式の呼び 
給排気筒の呼び 径 
給排気筒の壁貫通部の孔徑 
気温 度 


43 kg _ _ 

100 V 50/6 QHZ _ 

点乂時2日日/2目 0 W 燃焼時日日/日 2 W 待機時1.日/日. 8 W 
最大日9日/目9日 W (点火初期時に短時間発生） 

FFP -320 _ 

D 39 ____ 

7日〜8日 mm 
26(TCi ； n^ 



13仕様 


il 

























因アフターサービス 


f 呆言正1し*3し、て 

•添付しておりまず保証書は販壳店で所定事項を記入してお渡ししますので、お受け取りください。記 
載内容をご5崔認のラえ大切に保管してください。 

♦保記期間はお買いホめの曰より1年間でず。 

「<長 11¥ 嵌賴 ずると き I 

♦r 面] 故障•異常の見分けかたと処置方法 J に従って、お調べください。直5ないときは、ご使用を中止 
し、必ず電源プラグを抜いてか5、お買い求めの販売店にご連絡ください。 

♦ご連絡いただをたい内容は次の通りです。 

①品名… FF 式石油暖房機(密閉式石油ストーブ） 

⑤型式の呼び… FQ - S 7 日 AC 

③お買い求め年月曰 

理)故障の状況(でさるだけ具体的に） 

⑤おなまえ，おところ，電話番号 

♦修理に際しましては、保証書をご提示ください。保証書の規定に従って、販売店げ修理させていただを 
まず。 

•保証期間げ過ぎているとをは、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させていただ 
をます。 

♦修理料金は、技術料，部品代，出張料などで構成されています。 


この取巧説明書と工事説明書および本体に表示されている禁止事項-ミ主意事項および通常使用に反し 
て使巧された場合の故障、事故につをましては、保証いたしません。 


商 修用性能部品について 

♦密閉式 fF 式)石油ストーブの補修用性能部品の保ち期間は製造巧切り後7年でず。 

♦補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 

転居される場含 


•このス I -ーブは電源周波数孤、抓 Hz とち同一仕様でず。 

♦電源周波数の異なった地域への転居でをそのままお使いいただけまずが、高地への転居、高地か5の転 
居は再調整び必要です。工事説明書の L 高地仕様への変更のじわ、忘! を参照してください。 


r 

A ま 后、 

1 

★分解修理の禁止 


故障、破損した5使用しないでください。 

不完全な修理は、危険です。 分解禁止 


I 故障-修理の際の連絡先 I 

アフターサービスについてわか5ない場合は、お買い求めの販売店、または、 I ぉ額相談窓5^^ (別 
紙参照）までお問い合わはください。 











图据付け-移設について 


据付け-移設工事は販売店に依頼する 


♦据付けや移設工事は販売店または据付業者に依頼し、お客様ご自身では、おこなわないでください。 

据付け場所の選定及び標準据付け例 ~~ 

♦据付けについては、义災予防条例、電気設備に関する技術基準などの法令の基準がありまず。工事説明書 
の「を全のためにおずお守りくださし1」をお読みになり、販売店または据付業者とよくご相談してくださし、。 
♦標準据付け例については工事説明書を参照してください。 

給排気筒を延長する場合の注意 ^ 

♦給排気筒を延長する場合は、3 m 3巧びりで取巧け5れる場所を選定してください。 

_ 積雪地区におけるミ主意 _ 

♦積雪のをい地方では、積雪時に給排気筒が雪でふさがれないような取付場所を選定してください。また、 
風がよどむような場所では、排ガスを再度吸い&んで、不寬全燃焼を起こずことがあります。 


据付け後の確認 


♦据付けが終りました5、もう一度、工事説明書の r 安全のためにがずお守りください J をお読みになり、 
工事説明書に記載されている通り据え付け5れているかどうかを確認してください。 


試運転 


♦試運転は、販売店または歴付業若とご一緒に必ずおこなってください。 
1 r 间使用前の準 fii 」 の醉活 のしかた 


点义前の準備と確認 に従って運転準備をしてください。 


巧^誦 

H 居]使いかた」 に従って運転させてください。 



初期運転時の異常現象 

•ご購入されて初めて使用されるときに、製品の塗料やパジキンなどが焼けることによって、におい 
や煙が出る場合びありまず。 

このよラな場合は、お部屋の窓（給}非気筒トップ取付け場所より離れた巧）をかし開け、半曰か日 
1曰程度、「強」運転をして<ださい。 

♦送油管の途中び山形になったり、ちつれたりしていますと、送油管の中に空気がたまって油び流れ 
ないことがあります。 r [^ 使用前の準備」 の I 給油のしかた I 本 巧 〇ぶ一 にがって;关油管の中 
の空気を巧いて < ださい。 


正常運転の目安 

♦正常運転時のバーナーの炎の色は、黄火げとさどさまじる青炎です。 


消乂の手順 


♦ ri 5 i 使いかた」 の I 消义のしかた I に従って消乂操作をしてください。 























情点検1 

ムになス、な tn 爪 [[-L づのょ松た 1 が F 式ストーブの補修用性能部品の 

★長年し使用の FF 式スト-ブの…、検を！ 保有期間は、 製造欄り後 7 年でず。 

口 

ご使用の際 
このよラなことは 
ありませんか 

♦油をれする。 

参点乂しに < い。 
•強いにおいがする。 

♦炎が異常に黄をい。 
♦運輯中異常な音がする。 
♦その化の異甫•故障がある。 

► 

ご使用 
中止 

故障や事故防止のため、 
コンセントか 5 電源プラ 
グを巧いて、必ず販売店 
に点検•修理をご依頼く 
ださい。 


お客様へ…おぼえのために記入されると便利です。 


型 式 

FQ - S 70 AC 

お冒い求め年月日 

1 

1 年月日 

お貢い求め店名 

L …... . 

(電話番号） ( ) 一 

) 


株式会社 1-3^5 

ホームぺージ http://www.toyotomi.jp 

本社干4目7-曰8曰己 

名ち屋市瑞穂区桃園町日番17号 
フリーコール 0120-104-] 己 4 
TEL <052)822-1 144 
FAX 〈0己2〉 822-2742 









